
徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 設 置 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 六 十 八 号 ） 第 八 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 機 関 と し て 、 徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 （ 以 下 「 審 査 会 」 と い う 。 ） を

置 く 。

（ 組 織 ）

第 二 条 審 査 会 は 、 委 員 五 人 以 内 で 組 織 す る 。

（ 委 員 ）

第 三 条 委 員 は 、 審 査 会 の 権 限 に 属 す る 事 項 に 関 し 公 正 な 判 断 を す る こ と が で き 、 か つ 、 法 律 又 は 行 政 に 関 し て 優 れ た 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 任 命

す る 。

2 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

3 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

4 知 事 は 、 委 員 が 心 身 の 故 障 の た め に 職 務 の 執 行 が で き な い と 認 め る 場 合 又 は 委 員 に 職 務 上 の 義 務 違 反 そ の 他 委 員 た る に 適 し な い 非 行 が あ る と 認 め る 場 合 に

は 、 そ の 委 員 を 罷 免 す る こ と が で き る 。

5 委 員 は 、 職 務 上 知 る こ と が で き た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 同 様 と す る 。

6 委 員 は 、 在 任 中 、 政 党 そ の 他 の 政 治 的 団 体 の 役 員 と な り 、 又 は 積 極 的 に 政 治 運 動 を し て は な ら な い 。

（ 会 長 ）
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徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 設 置 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。
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第 四 条 審 査 会 に 、 会 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り 選 任 す る 。

2 会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 審 査 会 を 代 表 す る 。

3 会 長 に 事 故 が あ る と き は 、 あ ら か じ め そ の 指 名 す る 委 員 が 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。

（ 会 議 ）

第 五 条 審 査 会 は 、 委 員 の 過 半 数 の 出 席 が な け れ ば 、 会 議 を 開 き 、 議 決 す る こ と が で き な い 。

2 審 査 会 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 会 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。

3 委 員 は 、 自 己 の 利 害 に 関 係 す る 議 事 に 参 与 す る こ と が で き な い 。

（ 雑 則 ）

第 六 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 審 査 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 会 長 が 審 査 会 に 諮 っ て 定 め る 。

（ 罰 則 ）

第 七 条 第 三 条 第 五 項 の 規 定 に 違 反 し て 秘 密 を 漏 ら し た 者 は 、 一 年 以 下 の 懲 役 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 行 政 不 服 審 査 法 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

行 政 不 服 審 査 法 の 全 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す

る 理 由 で あ る 。
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